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資料２ 河川整備計画の変更について
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河川整備基本方針と河川整備計画
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河川整備基本方針と河川整備計画

◆河川整備基本方針

・河川整備の基本となるべき方針に関する事項

⇒マスタープラン（長期的な計画）

◆河川整備計画

・具体的な河川整備に関する事項

⇒アクションプラン（行動計画）

●流域懇談会
・学識者
・関係住民
・関係市町村

意見の反映意見の反映

河川法16条
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南白亀川流域懇談会の開催状況

第１回（平成13年2月6日）

第２回（平成13年7月30日）

第３回（平成15年10月27日）

第４回（平成16年3月19日）

第５回（平成17年3月4日）

第６回（平成18年1月26日）

第７回（平成20年3月10日）

南白亀川流域における現状と課題
委員の皆様のご意見

事業再評価
事業の進捗報告

南白亀川水系河川整備計画
（原案）を作成

南白亀川水系河川整備
基本方針を策定

（平成24年11月22日）
変更

（平成28年3月22日）

第９回・南白亀川流域懇談会（平成28年11月18日）

河川管理者が策定すべき事項
《河川整備の基本となるべき

方針に関する事項》
・計画高水流量
・河川工事
・河川の維持に関すること

※国土交通大臣との協議事項

南白亀川水系河川整備計画の策定へ

第８回（平成22年2月10日）
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① 津波対策の追加
② 整備計画区間の変更
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①津波対策の追加【津波による被害】

平成23年3月11日の東北地方太平洋沖地震により九十九里にも津波が来襲し、
旭市で約6mもの津波が観測され、木戸川では堤防が決壊。

南白亀川

一宮川

木戸川の堤防決壊

L=30m

旭市中谷里での津波状況
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このような被害を防ぐために、
河川・海岸と一体で

津波対策を実施

東北地方太平洋沖地震の津波による被害（H23.3.11）

津波遡上

旭橋

河口左岸
・北日当橋付近まで津波が遡上
（河口から約5.4km）し、

一部浸水被害
・海岸護岸堤防の倒壊被害

①津波対策の追加【南白亀川における津波被害】

等浸水深図

津波遡上に
よる浸水

護岸の倒壊

旭橋

南白亀川の被害状況
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● 中央防災会議(内閣府)が打ち出した、
２つのレベルの津波を想定する

という考え方

・L1津波(比較的頻度の高い津波)
・数十年から百数十年に一度で発生すると想定される津波
・海岸保全施設等の建設を行う上で想定する津波

・L2津波(最大クラスの津波)
・発生頻度は極めて低いものの 、甚大な被害をもたらす津波
・住民の避難を柱(人命優先)とした総合的な防災対策を構築

L1津波を対象に､施設を設計

①津波対策の追加【対策の方針】
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「最大クラスの津波」と「比較的頻度の高い津波」のイメージ「最大クラスの津波」と「比較的頻度の高い津波」のイメージ

【比較的頻度の高い津波】（L1津波） 一定頻度（数十年～百数十年に一度）で来襲する津波

【最大クラスの津波】（L2津波） あらゆる可能性を考慮した巨大地震・津波

海岸保全施設の整備を進めていく上で対象とする津波
（頻度の高い津波に対しても住民避難は必要）

海岸保全施設の高さの目安

常時水位

常時水位

大津波警報

(大)津波警報
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①津波対策の追加【計画津波堤防高】

左岸
最大約2.0mの嵩上げ

海岸堤防
T.P.+6.0m

計画津波堤防高
T.P.+4.16m

解析条件
・東北地方太平洋沖地震
・朔望平均満潮位（T.P.+0.70m)
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①津波対策の追加【津波解析の再現性】

【解析条件】
・東北地方太平洋沖地震
・津波到達時潮位（T.P.-0.19m）
・虎橋水位観測所での水位変動

再現性を確認

・第２波での水位に若干の相違があるものの、
計算水位の波形は、概ね観測値と一致している。

青丸：観測値
赤線：計算値

虎橋水位観測所での水位変動
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【津波対策堤防 （特殊堤）の整備状況】

①津波対策の追加【津波対策計画】

標準横断図

河口から0.8 km

河口から1.8 km

津波対策堤防施工区間

虎橋

虎橋水位観測所

1.0 m

L=2.5km

特殊堤

対岸より

南白亀川橋

旭橋

白子橋 ：施工済
：Ｈ２８施工
：Ｈ２９施工
：海岸堤防
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【河川工事の目的、種類および施行の場所】
○河川工事の目的：

洪水被害が生じないように、
治水安全度の向上を図る。

○河川工事の種類：
□築堤
□河道掘削
□河道拡幅
□堤防嵩上げ（津波対策）

②整備計画区間の変更【追加・整備内容の変更】

河川名 施行場所 延長または

容量

整備内容

南白亀川

河口～虎橋 2.5km 堤防嵩上げ（津波対策）

虎橋～北日当橋 2.75㎞ 築堤

小中川合流点～
九十根橋

2.3㎞ 築堤

赤目川

萱場橋～
指定区間上流端

3.4㎞
河道拡幅、築堤、掘削、

堰の統廃合

調節池 100,000m3 新設

小中川
JR外房線～

指定区間上流端
0.9㎞ 河道拡幅、築堤、掘削

変更箇所

新規追加

整備内容の変更
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②整備計画区間の変更【小中川上流の整備区間】

【河川工事整備追加区間】
○小中川上流部：
（JR外房線大網駅～指定区間上流端）

《 現状 》
・この区間では、洪水時に浸水被害が
多発しており（写真参照）、下流部の
整備が進んだ現在でも解消されないま
まである
・圏央道のスマートインターチェンジ
の計画があるなど、今後の開発が見込
まれる地域である

スマート IC
予定

平成２５年台風26号による冠水状況

①：小中川橋から下流側 ②：大網駅から上流側

①

②
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【河川工事の目的、種類および施行の場所】
○河川工事の目的：

洪水被害が生じないように、
治水安全度の向上を図る。

○河川工事の種類：
□築堤
□河道掘削
□河道拡幅
□堤防嵩上げ
□橋梁の架け替え
□調節池の新設
□堰の統廃合

②整備計画区間の変更【今後の実施箇所】

河川名 施行場所 延長または

容量

整備内容

南白亀川

河口～虎橋 2.5km 堤防嵩上げ（津波対策）

虎橋～北日当橋 2.75㎞ 築堤

小中川合流点～
九十根橋

2.3㎞ 築堤

赤目川

萱場橋～
指定区間上流端

3.4㎞
河道拡幅、築堤、掘削、

堰の統廃合

調節池 100,000m3 新設

小中川
JR外房線～

指定区間上流端
0.9㎞ 河道拡幅、築堤、掘削

施工実施状況

新規追加

未整備(前回から内容変更なし)

未整備(前回から内容変更)

施工完了済み
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南白亀川水系河川整備計画（原案）の見直し事項

河川整備計画(原案）の内容（H18.1) 今回の見直し事項（H28.11)

策定機関：千葉県 策定機関：千葉県

１． 南白亀川水系の概要 1． 流域及び河川の概要

1－1 流域の概要 2． 河川整備の現状と課題

1－2 治水に関する現状と課題 （１）治水の現状と課題

1－3 河川の利用に関する現状と課題 （２）河川利用の現状と課題

1－4 河川環境に関する現状と課題 （３）環境の現状と課題

2． 河川整備計画の目標に関する事項 3． 河川整備計画の目標に関する事項

2－1 河川整備計画の対象区間 （１） 河川整備計画の対象区間

2－2 河川整備計画の対象期間 （２） 河川整備計画の対象期間

2－3 洪水､高潮等による災害の発生の防止または
軽減に関する目標

（３） 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防
止または軽減に関する事項

津波対策を追加

2－4 河川の適正な利用および流水の正常な機能
の維持、河川環境の整備と保全に関する目標

（４） 河川の適正な利用および流水の正常な機能
の維持に関する事項

2－4－1 河川の利用に関する事項 （５） 河川環境の整備と保全に関する事項
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南白亀川水系河川整備計画（原案）の見直し事項

河川整備計画(原案）の内容（H18.1) 今回の見直し事項（H28.11)

2－4－2河川環境の整備と保全に関する事項

3． 河川の整備の実施に関する事項 4． 河川の整備の実施に関する事項

3－1 河川工事の目的、種類および施行の場所な
らびに当該河川工事の施行により設置される河川
管理施設の機能の概要

（１） 河川工事の目的、種類および施行の場所な
らびに当該河川工事の施行により設置される河川
管理施設の機能の概要

3－1－1河川工事の目的 ① 河川工事の目的
近年の工事箇所を反映し、施行の場所を修正

3－1－2河川工事の種類 ② 河川工事の種類および施行の場所

3－1－3河川工事の施行の場所 ③ 当該河川工事の施行により設置される河川管
理施設の機能の概要

3－1－4河川工事により設置される河川管理
施設の機能の概要

（２） 河川の維持の目的、種類および施行の場所

3－2 河川の維持の目的、種類及び施工の場所

3－3 河川の整備を総合的に行なうために重要な
事項

5． 河川の総合的な整備のために必要な事項

(1)治水に関する事項

(2)水利用に関する事項

(3) 環境・維持管理及び地域主体で行なう事項
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